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日本 車両注釈 (JAPANESE VEHICLE NOTES)
第一次大戦後、大日本帝国陸軍は色々なフランス製、及びイギリス製の戦車を買
い入れた、使用し評価するためだった、そして、1925 年、自国の戦車開発計画が
始まった。1933 年までに、いくつかの自国向けの設計が生産中であり、あるい
は、生産間近にあったので、初めての日本戦車連隊 4 個がその同じ年に編成された。
それら初期の日本戦車のレイアウトと構成部分はヨーロッパ設計の ( とりわけイ
ギリスの ) 影響を帯びていた、でも、場数を踏んだ、日本は自身の特徴的な AFV
のスタイルを発展させた。概して、日本の戦車はその小さなサイズ、軽量、十分
な路外速度、そして、強いて言えば、お粗末な対戦車能力を持つ小口径の武装に
より特徴づけられていた。サイズと重量は抑えられた、資材に関し低い優先順位、
そして、海外へ行く AFV すべてが船で輸送しなければならないことへの配慮、そ
の両方のためだった。エンジンは総じてだいたい十分な大きさ、そして、馬力があっ
た、1933 年に日本は軍事車両で空冷ディーゼル動力装置使用の先駆者となった。
サスペンションは簡素であるが有効だった。とはいえ、車内はたいてい狭くて砲
塔のレイアウトはひどかった。無線機は戦争終盤までまれなケースだった。クルー
の生存可能性は減らされた ( 数ある中でも ) 装甲板のリベット / ボルト締を広い範
囲に使用したためだった、それでいて、日本は溶接装甲として世界でも素晴らし
い方法のひとつを開発していた、それなのに ...。

戦術的に、日本による戦車用法は想像力に乏しかった。極右の歩兵科により牛耳
られていた陸軍のせいで、そして、中国の戦いで自己陶酔する状態だったので ( 中
国で、敵はほとんど形ばかりの AT 兵器を所持していた )、戦車は単に歩兵へ配属
されただけ、火力支援のためにだけだった、そして、実現性として装甲の同時作戦

行動は大部分が未開のままにされた。紛らわしい中国内の “ 教訓 ” がまた、1940
年より後に生じた砲 vs 装甲の流れをわからなくしていた、だから、取り残された
日本戦車は、遭遇した連合軍の戦車と比べて、薄い装甲で、技術水準の低い砲武
装がなされていた。( いやそれどころか、1945 年までに、日本は多くの場合、戦
車を埋める必要を感じていた、単なる装甲したトーチカとして使用するためだっ
た。) 戦車師団は 1942 年中頃までひとつも編成されなかった、だから、1944 年
まで、いずれも戦いでまとまった編成として使用されなかった。( 実際には 4 ～
5 個中隊を持つ、大隊規模であった ) 戦車連隊は標準の戦闘部隊のままだったし、
小隊か中隊兵力の小刻みな攻撃が戦車攻撃の当たり前だった。

AFV 製造へ与えられた低い優先権と後の U.S. 爆撃との組み合わせが戦時中、生産
量を低く抑えていた。約3,000両が1931年から1940年までに、別におおよそ3,500
両(自走砲も含む)を1941～45年に組み立てられていた。いくつかのタイプとして、
架橋、工兵、司令部、などの異なる型式が開発されたが、ほとんど戦闘で使用され
なかった。約 1,700 両の AFV が戦争末期に残され連合軍へ引き渡された。( そして、
満州でロシアによって押収された装備の多くが中国共産主義者へ引き渡された。)

日本砲兵器装備用に 2 つの主スタイルの呼称があった。1926 年より前、軍務へ
の取り決め事項は採用された天皇の即位年に対応した型式ナンバーを与えていた；
たとえば、“Year-38 Type” と示されている砲、それが意味することは、その当時
の天皇の即位 38 年目に採用されたという意味である。1926 年から型式ナンバー
は紀元前 660 年 ( 初代天皇の即位の始まり ) にかかわる表現の採用年を踏まえて
いる；だから、称号の “Type 97” が意味するのは、紀元節 2597 年に採用された
ものを意味している ( 西暦によれば 1937 年 )、その一方、“Type 1” は 2601 年
(1941 年 ) の採用を意味している。車両について、型式の称号はたいていカタカナ

音標文字からの 2 文字を使用した略称と組み合わされたいた；とはいえ、軽を表
す “KE( ケ )” と中を表す “CHI( チ )” 以外で、それはほとんど韻を踏まず、理由も
なく割り当てられたので、たいていは英語に翻訳できない。

[ 簡素化のため、以下の略語がここで使用されている：IJA 日本帝国陸軍；IJN 日本帝国海軍；

SNLF 特別海軍陸戦隊。また注意する事は、ここで使用された場合、“ 中国 ” は満州 ( 満州国 )

を含む、そこで日本とロシアは 38 年 7 ～ 8 月、39 年 5 ～ 9 月、そして、45 年 8 月に

互いに戦った。]

1. Types 92A & 92B Combat Cars：1920 年代
後半、日本は騎兵隊による装甲車の使用を研究し
た；とはいえ、アジア本土で道路欠如のため、日
本は完全装軌式車両を生産することにした。これ
が結果として Type 92(92 式 ) 戦闘車となった、
溶接構造の初期 AFV のひとつで、たぶん空冷エ
ンジンを使用するのは初めてだった。標準的に
BMG は 13.2㎜銃で特殊な光学機械のレンズが付

いていて低空飛行の航空機との交戦を可能にしている；しかしながら、多くの場合
に正規の戦車 LMG がその位置に据え付けられていた、もしかして大きな口径兵器
の供給不足のためだったかもしれない。製造中に、92 式のサスペンションが改造さ
れた、でも軌道が外れる傾向は決して完全に直ることはなかった。特定の騎兵旅団
の装甲車中隊に装備していることに加えて、92 年式はいくらかの歩兵師団で偵察車
両として役立っていた、そして、いくつかの戦車部隊に支給された。どうも中国で
しか戦闘に参加しなかったみたいだ。水陸両用バージョンが組み立てられたが試作
段階を超えて進まなかった。92 式はさほど生産されなかった、どうやら 1941 年
までに軍務から回収されたみたいだ。戦時中、連合軍側は諜報機関は Type 93( 又
は M2593) 軽戦車と誤って呼んでいた。名称部分にある “A” と “B” は我々独自の呼
称である、日本の名称は異なるバージョン間で識別されていないからだ。“Combat 
Car” は実際には重装甲車の訳である、そしてそれは、文字通りに “ 重装甲車 ” の意
味を表す。あるいは、日本は時折 92 式を “ 軽装甲車両 ”( 軽装甲車 ) と、日本の同義
語での “ 豆戦車 ” と呼んだ。

†Type 92B について ( だけ )、フェイズで最初に射撃した MG どちらかが攻撃フェ
イズ、及びそのフェイズの残りの期間 ( 臨機射撃と最終射撃を１フェイズとして
扱う )、両方に対し MA とみなされる。両 MG が FG として射撃する場合、それ
を行うに先立ち、所有するプレイヤーは１つの MG をそのフェイズに関し MA で
あると告知せねばならない；プレイヤーがそうできない場合、MA は無作為選択
される。Type 92B( だけ ) が修理不能 MA の帰還 (D3.7) を、両方の MG が修理不
能になるまで被らない。
† Type 92B( だけ ) の BMG が AFV に対する砲兵器命中 (A9.61) を成し遂げた
時、破

A P  T o  K i l l
壊確認表にある 12.7 の欄を使用しなさい。この BMG もまた Type 92B の

VCA 範囲内で AA 能力を与えられている、HD であったとしても、しかも、AA
状態を考慮しない (E7.5；ようするに、AA カウンターは全く求められない )。こ
れらの能力は “ BMG: 12.7; AA* ” でカウンターに示されている。
†RFは両バージョンに対し、1937年に1.3、そして、それ以降、毎年0．1増える[例
外：1938 年でロシアに対する使用は適用されない ]。
関連項目日本車輌注釈 A。

2. Type 94 Light Armored Vehicle：この豆戦車
は優れた路外走行能力のある超ミニ装甲車両の要
件よって生まれた、最前線の部隊と敵地の駐屯部
隊を補給するための使用された。このため、完全

装軌式牽引車を牽引するため設計された、しかも、自己防衛のため砲塔式の MG を
上部構造物の後部に置いていた。1936 年より生産されたこれらはサスペンションを
改造されていた；U.S. の諜報機関はこの後のバージョンを Type 94( 又は M2594)
と呼んだ、本来の型式 Type 92( 又は M2592) と間違って分類していた。1935 年
の初めに、選抜された歩兵師団が6両(後に10両)のType  94の1個中隊を受け取っ
た。これらの師団は直接指揮下に他の AFV を通常、全く与えられていなかったので、
それらの豆戦車がやって来て、たいていは偵察と歩兵支援へ使用された。やがて、けっ
こうな数の歩兵連隊も自ら所有する豆戦車中隊を手に入れた ( たぶん、師団の豆戦
車中隊が Type 95 HA-GO 軽戦車で更新されたためだと思われる )。豆戦車は 司令
部 / 連絡 車両としても使用されていた。Type 94 は戦争も間もない頃に広範囲に使
用された、でも、ほとんどが埋められて、取り立てて効果があると言えないトーチカ
として、その時代を終えた。豆戦車小隊は通常、こうした 3 両の AFV から成った。

†この輸送能力は弾薬、又は dm 70-90㎜ MTR(C10.13) を運ぶために使用して
はいけない。

車両 2
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† Date と RF は 中 国 で の 使 用 に 対 し 1937 ～ 39 年 (1.1）、1940 年 (1.2)、
1941 ～ 42 年 (1.3)、1943 年 (1.4)、1944 年 (1.5)、そして、1945 年 (1.6) [ 例
外：vs ロシアで 1939 年 (1.3)、そして、45 年 8 月 (1.6)]。マレー半島－ビルマ－イ
ンドでの使用に対し、1941 ～ 42 年 5 月 (1.2)、42 年 6 月～ 43 年 (1.5)、そして、
1944 ～ 45 年 5 月 (1.6)。他の場所での使用に対し、1941 年～ 42 年 1 月 (1.5)、
42 年 2 月 (1.4)、42 年 3 月 (1.2)、そして、43 年 6 月～ 45 年 (1.5) [ 例外：U.S. に
対し 1941 ～ 42 年 4 月 (1.2)、そして、43 年 6 月～ 45 年 7 月 (1.6)]。

3. Type 95 SO-KI Armored Railway Vehicle：
この独特な AFV は、初期の Type 91(91 式 ) 装
甲車 ( 日本車輌注釈 10) と同様に、鉄道工兵軍団
により鉄道線パトロール車両として開発された。

とはいえ、91 式とは違い、So-KI( ソキ ) はクルーが車内に居ながらレール方式から
無限軌道方式へ変更ができた；鋼のフランジ付車輪 4 つが油圧で車両胴体へ上昇さ
せた、その様にして無限軌道を地面に乗せるようにしている。このように装甲車よ
りもずっと実用的な設計だった、必要なときに “ 線路外 ” 攻撃を素早く始める能力
があった。ソキは大きくした 94 式豆戦車のように見えたが標準的な主武装がなかっ
た；代わりに、クルーは小火器か歩兵の軽機関銃の両方、又はどちらかを銃眼を通
して使用した。( 簡素化のため、ゲーム駒は砲塔の開口部に据え付けた LMG がある
として扱う。) たいがいのソキが中国で使用されたが、少数がビルマでも使用された。

†MA は通常射程の 8 ヘクスを与えられているが、撤去、又は挑発をしてよい。
これらは “Nml Rng 8”、及び “Rmvl/Scrng OK” でカウンター上に示されている。
† Date と RF は中国での使用に対し 1937 ～ 43 年 (1.4）、1944 ～ 45 年 (1.5)
[ 例外：vs ロシアの使用は 1938 ～ 39 年で適用されない ]。ビルマでの使用に対し、
1944 ～ 45 年 5 月 (1.6)。使用可能性は他で適用されない。

4. Types 97A & 97B TE-KE Light Armored 
Vehicles：西欧に於ける、わずかな豆戦車の真
価を見せたスペイン内乱とは異なり、粗末な装
備の中国に対し使用は上手くいった。戦闘経験が
Type94の革新的な実験に、そして、改造につながっ
た、結局、その後継車両、Type 97TE-KE(97式テケ)
がもたらされた。新たな設計は中初速の 37㎜砲、
申し分ない傾斜装甲、そして、空冷ディーゼルエン

ジンを特徴として、その時期、何よりも技術的に進んだ豆戦車にしている。前任車両
と同じに、いくつかの任務で機能を果たす設計がされていたので、牽引車を牽く能力
が残された。ある97式は37㎜砲の代わりに94式のMGのままだった；これらは元来、
補給任務のためにあった、一方で砲武装バージョンは砲兵火力支援のため使用された。
連合軍諜報機関は多くの場合にM2597としてテケと呼んでいた。名称部の“A”と“B”
は我々独自の呼称である、日本の名称は 2 つの型式間で識別されていないからだ。

†両バージョンに対し、DateとRFは中国での使用に対し1938年(1.5)、1939年(1.3)、
1940 ～ 43 年 (1.1）、1944 年 (1.2)、そして、1945 年 (1.3) [ 例外：vs ロシアの使用
は 1938 ～ 39 年に適用されない ]。マレー半島－ビルマ－インドでの使用に対し、1941
年～ 42 年 5 月 (1.3)、42 年 6 月～ 44 年 3 月 (1.4)、44 年 4 月 (1.3)、44 年 5 月 (1.4)、
44 年 6 月 (1.5)、44 年 7 ～ 10 月 (1.6)、44 年 11 ～ 12 月 (1.4)、45 年 1 ～ 2 月
(1.5)、そして、45 年 3 ～ 5 月(1.6)。他の場所での使用に対し1941～ 42 年 1月(1.5)、
42 年 3 月 (1.2)、43 年 6 月～ 45 年 4 月 (1.5)、そして、45 年 5 ～ 8 月 (1.3) [ 例外：

vsU.S.は1941～ 42 年 4 月(1.3)、43 年 6 月～ 45 年 3 月(1.5)、そして、45 年 4 ～ 7 月(1.6)]。

5. Type 95 HA-GO Light Tank：動きの悪い 89
式チハのため機械化部隊と共に効率的に機能でき
ないことが、1933 年、より軽量でより速い装甲
の砲戦車の求めにつながった。その結果が Type 

95 HA-GO(95 式ハゴ ) だった、Type 89B で用られた同じ初速の 37㎜砲と空冷
ディーゼルエンジンがあったものの、12㎜の基本装甲しかなかった。試作をテスト
している際に、歩兵養成所はより重装甲で重武装を求めた、一方で、騎兵養成所は
容認できる設計と感じた。後者が主たる使用者でると予期していたので、
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車両 7Ｈ
騎兵の意見が勝り、歩兵の提案した変更もなく生産へうつした。使用されると直
ちに、ハゴはすぐに高評価を得た、その高水準の信頼性のためだった。実際に、
そのすごさは 1943 年まで生産され続けるほどの評価だった — 正当な戦闘の有
用性と比べてあまりにも長すぎた — 一方、最新式の軽戦車設計は机上で棚上げさ
れた。ハゴが初めて戦闘に参加しのは 1937 年に関東軍と共に中国でだった。事
が順調に進んで、( 師団の戦車中隊で最も重要な ) 様々な役割において装甲車と豆
戦車に取って代わり、そして、いくつかの軽戦車連隊を備えた。1941 年までに、
軽戦車連隊が各中戦車連隊に認可されていた、そして、いくつかの独立軽戦車中
隊が生み出されていた。加えて、ハゴは多少の SNLF 部隊で使用された。軽戦車
中隊の 1 個小隊は 3 両のこうした AFV から成った、一方で、中隊は通常 10 両を
与えられた。95 式の公称はケゴだった、でも、三菱により割り当てられた量産試
作の名称ハゴが一般によく使用された。その愛称は九 - 五だった。連合軍諜報機関
は時折 M2595 とも称していた。約 1,250 両が組み立てられた。ハゴは、チハ中
型と合わせて、第二次世界大戦中の日本戦車連隊の大黒柱を構成していた。

ハゴ以降、IJA は軽戦車の他タイプをいくつか作ったけれども、おそらく全てが
日本に残された部隊へ割り当てられた。いく両かの M3 Stuart 戦車がビルマで
1942 年前半で捕獲された、そして、日本の第 14 戦車連隊が 1944 年中頃にま
だ使用していた、最後の１両をティディム道でその年の６月に失っている。M3 
Stuart は１９４２年にフィリピンでも押収されていた；U.S. 車輌注釈２を参照。

†中央のへクス足の砲塔後部 (D1.28)MG の CA は現在の TCA から右回りで常に２
つ目のへクス足まである；ようするに、後部 MG は MA に対し 4:00 の所に位置し
ている — だから、“4:00 from MA” でカウンターに示されている。上記図示を参照。
†Date と RF は中国での使用に対し 1937 ～ 38 年 (1.6）、1939 年 (1.4)、1940
年 (1.3)、1941 年 (1.2)、1942 年 (1.1)、1943 年 (1.2)、44 年 1 ～ 3 月 (1.3)、44
年 4 ～ 5 月 (1.2)、44 年 6 ～ 12 月 (1.3)、45 年 1 ～ 2 月 (1.4)、45 年 3 ～ 4 月 (1.3)、
そして、45 年 5 ～ 8 月 (1.4) [ 例外：vs ロシアは 1939 年 (1.1)、そして、45 年 8 月 (1.4)]。
マレー半島－ビルマ－インドでの使用に対し、1941 ～ 42 年 5 月 (1.0)、42 年 6
月～ 44 年 2 月 (1.3)、44 年 3 月 (1.1)、44 年 4 月 (1.2)、44 年 5 月 (1.3)、44 年
6 月 (1.4)、44 年 7 ～ 10 月 (1.6)、44 年 11 月～ 45 年 2 月 (1.5)、そして、45 年
5 月 (1.6)。他の場所での使用に対し、1941 年～ 42 年 1 月 (1.4)、42 年 2 月 (1.3)、

42 年 3 月 (1.1)、42 年 8 ～ 10 月 (1.5)、そして、43 年 6 月～ 45 年 (1.5) [ 例外：
vsU.S. は 1941 ～ 42 年 4 月 (1.0)、42 年 8 ～ 10 月 (1.5)、43 年 6 ～ 10 月 (1.5)、43
年 11 月～ 44 年 6 月 (1.3)、44 年 7 ～ 9 月 (1.2)、44 年 10 ～ 12 月 (1.3)、45 年 1 ～ 2
月 (1.2)、45 年 3 月 (1.4)、45 年 4 ～ 5 月 (1.5)、そして、43 年 6 ～ 7 月 (1.6)]。
関連項目日本車輌注釈 B、C。

6.Type 2 KA-MI Amphibious Tank：異なるタ
イプ 3 つの水陸両用戦車を IJA は 1933 ～ 41 年
の期間に組み立てたが、ただの試作としてだった。
1941 年に IJN がこうした車両の開発を引き継

いだ、そして、翌年 KA-MI( カミ ) を生産した — 大ざっぱに 95 式ハゴを元にし
た。カミは鋼板の 2 つの多区画の浮舟を特徴とし、ひとつは船首にひとつは船尾に、
船体に戦車内部から遠隔で開放されるクランプによって取り付けられていた。水中
の推進と舵取りは 2 連のプロペラと方向舵で与えられていた。日本の戦車にとっ
てもう一つの珍しいことは主砲と同軸に据え付けられた MG だった。180 両が組
み立てられた、そして、SNLF部隊で使用された。いくつかのカミがフィリピンと様々
な太平洋諸島 ( たとえば、クウェジェリン環礁やサイパン島 ) の日本防御で戦闘に
参加した。連合軍戦時諜報機関はたいてい M2602 としてカミと称した。

†浮舟：KA-MI は、浮舟が取り付けられて機能する間だけ水陸両用車である。浮舟
を切り離すため、戦車は BU で、しかも、移動可能であらねばならない、そして、
自身の MPh で 1MP を他の目的のためでなく使わねばならない ( でも、停止してい
るかどうかにかかわらず 1MP を使用してよい )。浮橋が切り離されたとき必ず、カ
ウンターは直ちに水陸両用車でない面へひっくり返される ( ようするに、以降の防
御臨機射撃より前に )；CA は変わらない、でも、増えた追加 MP はその MPh で続
けて使用されてもよい、それは、その戦車が他の点で許されている場合である。切
り離された浮舟はゲームへ全く影響を与えないし再度取り付けられることもない。

浮舟が取り付けられている間、下記が適用される：
・・　KA-MI が BU である場合、進入したヘクス毎に 1 追加 MP を使わねばならない、

砲を牽引してる場合と全く同じに。
・・　VBM を使用してはいけない、建物に進入してもいけないし [ 例外：小屋 ] 石壁

を越えてもいけない。
・・　道路 /TB を利用している場合を除き、がれき、林、ジャングル、又は竹林に

進入してはいけない。
・・　残骸の排除をしてはいけない (D10.42)。
・・　他の車両のボグ解消の試みを手伝ってはいけない (D8.3)。
・・　vs KA-MI のいかなる砲兵器攻撃、それによる撃ち損じは、浮舟を機能しなくす

る、ただし、KA-MI がその攻撃に対し HD でなく、しかも、TH DR の色つき dr
が白 dr 以上の条件がつく。その区域に対するいかなる砲兵器でない攻撃 ( 小火
器を含む、でも地雷と MOL を除く ) その修正前 IFT ＤＲは、全ての適用可能な
TEM と妨害 / 煙幕 DRM を加えて、その攻撃へ使用された IFT 欄の★行内の数
字以下であると、浮舟は機能しなくする、KA-MI がその攻撃に対し HD でない
限り ( 又は射撃側のいずれもに対し、FG 攻撃に対しても HD でない )。機能し
ない浮舟は自動的に切り離せない；MPh が通常の方法で浮舟を切り離すために
使用されるまで、取り付けられたままである。CC は浮舟に影響を及ぼさない。
KA-MI が渡渉できない水障害内にあって浮舟が機能しなくなる時に沈む(D16.5)。

†KA-MI は残がいになる場合、Type 95 HA-GO の残がい面を使用しなさい。
† FR は 44 年 1 ～ 10 月で 1.5、そして、それ以降 1.6。U.S. 以外の使用可能性
は適用されない。

7. Types 89A & 89B CHI-RO Medium Tanks：
1929 年、軍に認可されて 1931 年から三菱で組
み立てた Type 89(89 式 ) は初めての日本設計
の戦車で大量生産された。特に歩兵支援を意図さ
れていた、初めて戦闘に参加したのは 1932 年
“ 上海事変 ” の間で SNLF 部隊により使用されて
いた。製造中に幅広い様々な変更が行われていた、
それは前部車体の修正、砲塔の再設計、そして、

(1936 年 ) 空冷ディーゼルエンジンの据付をふくんでいる。新エンジンのそれは

注釈 5
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Type 89 OTSU(“B”) (89 式乙型 ) と呼ばれていた、そして、それ以前のガソリン
式の型式がその時に Type 89 KO(“A”) (89 式甲 ) とつけ替えられた。89B のゲー
ム駒は全改良の最終モデルを表している。連合軍の戦時諜報機関は色々な型に対
して別々の名称を与えていた：M2589A、 M2589B、 Type 92、そして、Type 
94 (M2594)；とはいえ、日本がこれら名称を使用していたわけではない。89 式
は主に中国で使用された；しかしながら、第 7 戦車連隊がフィリピン征服に使用
した、そして、僅かがマレー半島とビルマの蹂躙に参加していたと伝えられている。
多くの 89 式は 1943 年以前に軍務から回収された、でも、第 7 独立戦車中隊は
1944 年後半、レイテで U.S. 部隊と戦った時にまだ装備していた。1 個小隊の 89
式は 3 両のこうした AFV から成っていた；中隊は 10 両から成っていた。

† Type 89B( のみ ) に対し、砲塔後部の中央ヘクス足 (D1.82)MG の CA は現
在の TCA から左回りで常に２つ目のへクス足まである；ようするに、後部 MG は
MA に対し 8:00 の所に位置している — だから、“8:00 from MA” でカウンターに
示されている。上記図示を参照。
† Type 89A の Date と RF は中国での使用に対し [ 例外：vs ロシアは適用しない ] 
1937 ～ 38 年 (1.2）、1939 ～ 40 年 (1.4)、1941 ～ 42 年 (1.5)、そして 1943
年 (1.6)；使用可能性は他で適用されない。Type 89B の Date と RF は中国での使
用に対し、1937 年 (1.4）、1938 年 (1.3)、1939 ～ 41 年 (1.2)、1942 年 (1.3)、
そして、1943 年 (1.4) [ 例外：vs ロシアは 1939 年 (1.1) だけ ]。マレー半島－ビル
マ－インドでの使用に対し、1941 ～ 42 年 5 月 (1.5)。フィリピンでの使用に対し、
1941 ～ 42 年 4 月 (1.2)、1943 ～ 44 年 9 月 (1.6)、そして、44 年 10 月 (1.4)。
関連項目日本車輌注釈 A (Type 89A のみ )。

8. Types 97A & 97B CHI-HA Medium Tanks：
1935 年までに最新のヨーロッパの戦車と機甲戦
論が Type 89 CHI-RO を旧式と証明された、だ
から、日本はさらに早い最新型の後継車両を生産
することにした。2 つの全く異なる試作が — 12
気筒空冷ディーゼルエンジンの CHI-HA( チハ )、
そして、安価、ただし、より軽量でより遅い一人
用砲塔の CHI-Ni( チニ ) — 組み立てられて試運

転された；けれども、中国との総力戦が 1937 年に起こった時、もっと込み入った
チニがすぐさま選択された。その時点でチハは生産するどであっても、砲を除くあ
らゆる点で、技術的に進んだ戦車だったかもしれない。日本の戦車は歩兵支援へ最
も使用されるという信念はまだ挫

くじ
かれていなかった、だから、チハに強力な AT 能

力を与える必要は認められなかった。とはいえ、将来の砲強化の可能性を念頭に置
いた設計者は砲塔リングの径を可能な限り大きくした。これが賢明な判断であるこ
とが判明する、1939 年のノモンハンにおけるロシア戦車集団に向かった日本の経
験後の理由で、チハの砲塔は再設計されて一式 47㎜ AT 砲の改造バージョンを搭
載した。新砲塔ハチ、又はハチ改は、一方で、このモデルはさまざまな名前で知ら
れていた、1942 年に連続生産に入ったが、その年 4 月におけるコレヒドール島の
試作 2 両は別として、1944 年まで西欧連合軍と出くわさなかった。多数の戦車中
隊のほかにも、新砲塔チハは 57㎜武装のチハを使用続ける戦車連隊で 小隊 / 中隊 
指揮官により使用された。その上、多数の 57㎜バージョンが、修理のため日本へ
送り返された時に、新砲塔と新砲を取り付けられた。1,500 両を超えるチハが両タ
イプを含めて組み立てられた — 大多数を三菱によって。3 両のチハが小隊を通常
構成していた、そして、10 両が中隊を構成していた。とはいえ、伝えることによれ
ば、戦争の後半でいくつかの戦車連隊は、17 両の戦車までの中隊で小隊 4、5 両の
チハの小隊からなっていた、そして、たいていの場合、中隊は 1、2 個のさらなる
ハゴ小隊を含んでいた。連合軍の戦時諜報機関は時折 M2597 中戦車としてチハと
称していた；新砲塔チハもまたアメリアにより改造された 97 式と呼ばれ、イギリ
スでは 97 式特と呼ばれた。名称の “A” と “B” は当ゲーム独自の名称である。

†Type 97A の Date と RF は中国での使用に対し 1939 年 (1.6)、1940 年 (1.5)、
1941 年 (1.3)、1942 ～ 44 年 3 月 (1.2)、44 年 4 ～ 5 月 (1.0)、44 年 6 ～ 12
月 (1.1)、45 年 1 ～ 2 月 (1.2)、45 年 3 ～ 4 月 (1.1)、そして、45 年 5 ～ 8 月
(1.2) [ 例外： vs ロシアは 1939 年 (1.5)、そして、45 年 8 月 (1.5)]。マレー半島 - ビ
ルマ - インドでの使用に対し 1941 年～ 42 年 5 月 (1.0)、44 年 3 月 (1.1)、44
年 4 月 (1.2)、44 年 5 月 (1.3)、44 年 6 月 (1.4)、44 年 7 ～ 10 月 (1.6)、44
年 11 月～ 45 年 2 月 (1.2)、45 年 3 月 (1.4)、そして、45 年 4 月 (1.5)。vs U.S. は
1941 ～ 42 年 4 月 (1.3)、42 年 10 月 (1.3)、44 年 6 月 (1.2)、44 年 7 ～ 8 月
(1.3)、45 年 1 ～ 2 月 (1.3)、45 年 3 ～ 4 月 (1.5)、そして、45 年 5 ～ 6 月 (1.6)。
†Type 97B の Date と RF は中国での使用に対し 1943 ～ 44 年 3 月 (1.5)、44
年 4 ～ 5 月 (1.4)、44 年 6 月～ 45 年 2 月 (1.5)、45 年 3 ～ 4 月 (1.4)、そして、
45 年 5 月～ 8 月 (1.5).。インド - ビルマでの使用に対し 44 年 4 月 (1.5)、 44 年 6
月～ 10 月 (1.6)、44 年 11 月～ 45 年 2 月 (1.5)、そして、45 年 3 月～ 4 月 (1.6)。
vs U.S. は 42 年 5 月 (1.4)、44 年 6 月 (1.4)、44 年 7 月 (1.5)、45 年 1 ～ 2 月 (1.1)、
45 年 3 ～ 4 月 (1.3)、45 年 5 月 (1.4)、そして、45 年 6 月 (1.5)。
関連項目日本車輌注釈 B、C ( 両方とも Type 97 A のみ )。

9. Type 1 CHI-HE Medium Tank：1939 年ノ
モンハンで、ロシア 45㎜の戦車と AT 砲は日本
の戦車を難なく貫通した。後になって、日本は
Type 97 中戦車は装甲の強化も砲の強化もする

必要があると判断した。これがやがて、結果として Type 1 CHI-HE(1 式チヘ ) と
なる、そしてそれは、さらに新型空冷ディーゼルエンジンの段違いに増大した馬力
を特徴とした：587 両のチヘが組み立てられ、全てが三菱製だった。大多数が日
本に駐屯していた部隊に支給された。とはいえ、2、3 両が、指揮戦車として使用
されて、ルソンで第２戦車師団に所属していたと言われていた。( もっとも、後の
捕獲された日本の軍需品の U.S. 精査には言及されていないけれども )。その師団は
満州から輸送されてきたので、別のチヘが中国で戦闘に参加していた可能性がある、

索引に戻る
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しかも、1945 年 8 月にロシアと戦闘した可能性もある。1944 ～ 45 年に三菱は
60 両の Type 3 CHI-NU(3 式チヌ ) 中戦車も組み立てていた、それはさらに大き
な砲塔に改造した 90 式 75㎜野砲を搭載しているチハからなっていた。沖縄へい
くらか送ろうと試みたが、全く船便が利用できなかった、だから、チヌは日本に
配置された戦車連隊で終戦を迎えた。

† Date は中国での使用に対し 44 年 4 ～ 5 月、そして、45 年 3 ～ 4 月 [ 例外 : 
vs ロシアは 45 年 8 月のみ ]；ルソン島の vs U.S. は 45 年 1 ～ 6 月。

10. Type 91 Armored Car：この車両はスミダ
6 × 4 トッラクを元にしていた、それゆえにスミ
ダ装甲車とたびたび称された。実際にはガソリン
式 “ 装甲鉄道牽引車 ” で兵団の鉄道工兵により開

発されていた、そして、主に小型の補給列車を牽引すること、及び中国内の全ての
主要鉄路をパトロールすることへ使用された。その車両の有用性が増えたため、各
車軸間の間隔が改造されて、そうして、さまざまな規格の軌道で運行できた。その
上、備え付けのジャッキがあり、この手段によりクルーは車両を十分な高さに上げ
ることができ、固形ゴムタイヤを 6 つの鉄道車輪のハブに設置した、このように
して軌道から離れて軌道外を移動することを可能にした。この操作は 10 分掛かっ
たと言われていた。スミダの低い重量当たりの出力、そして、とても狭いタイヤを
思えば、たぶんその “ 軌道外 ” の機動性は非常に硬質の地盤を除いて劣悪だっただ
ろう。ある情報源が言及している、1,000 両を超えて組み立てられた ( 全てのバー
ジョンの車両を含む )、1933 年の初め、IJA と満州鉄道により使用されるために
だったと。最前線の使用向けでなかったものの、Type 91(91 式 ) はいくつかの機
会で正式な任務で使用された；とはいえ、あったとしても中国本土以外でほとん
ど戦闘に参加しなかったみたいだ。西側の情報源はたいてい 91 式を Type( 又は
Model)2593 として述べている。全てオプション MG で装備された場合、ゲーム
駒はいくつかの別の装甲車でも表している、たとえば、Hokoku ICHI-GO、そして、
Type 92 Naval (Hokoku SAN-GO) 車両など。これらはゲーム使用条件と戦場の
運用で 91 式と類似していた、でも、鉄道使用のために設計されていない。

† Type 91 は車体に据え付けた 2FP MG をひとつ右舷側ともう一つを左舷側に
持っていたい — だから、“S2 × 2” で示されている。それぞれが通常射程の 8 ヘク
スである、Type 91 のそれぞれの側に位置する目標ににしか射撃できない。別に
添えた図示を参照しなさい。CA 変更 DRM はこうした射撃へ一切適用されない[ 例
外：VCA 変更 DRM]。
†後進移動は車両に通常のヘクス進入コストの 3 倍を使う — だから、“REV × 3”
でカウンターに示されている。
†オプション MG は RF として 1.5 を持つ。オプション AAMG の RF は 1.4 である。
† Date と RF は中国での使用に対し 1937 ～ 38 年 (1.3)、1939 ～ 42 年 (1.4)、 
1943 ～ 44 年 (1.5)、そして、1945 年 (1.6) [ 例外：1938 ～ 39 年の vs ロシア使
用 は適用されない ]。
関連項目日本車輌注釈 A。

11. Type 92 Armored Car：この車両は、以前
の注釈でふれた Type 92 Naval Armored Car
と混同しないで、IJA により使用された。西側で
それは大阪装甲車として通常呼ばれていた。た

ぶん、ごくわずかな数しか戦闘に参加しなかったみたいだ、中国を除きあまり使
用されなかったのだろう。(U.S. 戦時諜報機関は少なくとも 1 両がビルマで連合
軍と遭遇していたを簡単に述べている。) オプションの MG がある Type 92 も
また陸軍の愛国装甲車と表された、そしてそれも路上、及び路外能力を Type 91 
Sumida AC と同様に持っていた。

東アジアのどこにでもある、とても原始的な道路網、及び中国のあまねく山ばか
りの地形を踏まえて、装甲車は日本にとってさほど惚れ込むに値すると思われな
かった。日本は 6 両、または、そうした異なるタイプ ( イギリスからの輸入され
たものも含む ) を使用したが、たいてい、それらの装甲車を都市エリア内の戦闘
へを追いやった。91 式スミダは別として、多くがこうした少数の組み立てだった
らしく、それどころか量産車両とまったく呼べなかったくらいだ。こうしたわけで、
日本装甲車タイプのそれぞれはゲームにおいて、多少総括的で、実際に名称があ
るものと類似する特徴を合わせていくつかの車両を表す。

†後進移動はこの車両に通常ヘクス進入コストの 4 倍を使う — だから、“REV × 4”
でカウンターに示されている。
†オプションの BMG は RF として 5 がある。
†Date と RF は中国での使用で 1937 ～ 38 年 (1.5)、そして、1939 ～ 45 年 (1.6
) [ 例外：1938 ～ 39 年で vs ロシアの使用 は適用されない ]。他の場所での使用に対
し 1941 ～ 45 年 6 月 (1.6)。
関連項目日本車輌注釈 A。

12. Type 1 Gun Tank HO-NI I：この車両改造
した 90 式 75㎜野砲を搭載するチハの砲座から
構成されていた。中国で使用された ( たぶん第 3
戦車師団だと思われる )、そしてまた、第 2 戦車

師団の一員としてルソン島で戦闘に参加した。HO-NI ( ホニ ) は自走式の砲とし
て使用可能だった ( ルソン島のそれらは第 2 機械化砲兵連隊の一員だった )、又は
駆逐戦車と軽突撃砲を組み合わせたとして使用可能だった ( この場合に 10 個中隊
が戦車連隊に含まれていた )。124 両が組み立てられたと言われている、全て日
立製だった。U.S. 戦時諜報機関はホニを Type 2 75㎜自走砲として呼んでいた。

†Dateは中国での使用で1944年4～5月と45年3～4月。ルソン島のvsU.S.の
使用に対し 45 年 1 ～ 6 月。使用可能性は他で適用されない。

13. Type 4 HO-RO Self-Propelled Howitzer：
これは IJA によりある種の機械化された重砲兵
を提供する試みが行われていた。HO-RO ( ホロ )
はチハ砲座を利用した、だから、ホヤ I と外観が

似ていた、旧式の 38 式 150㎜榴弾砲を搭載していたことは別として ( 世紀の変
わり目のクラップ砲の公認コピーだった )。2,3 両が 1945 年 U.S. 部隊とルソン
島で遭遇していた。戦後のある情報源はこの車両を Type 38、又は Model 98 と
間違って呼んでいた。

†ルソン島の vsU.S. の使用を除き使用可能性は適用されない。

14. Type 1 HO-KI Armored Troop-Vehicle：
HO-KI ( ホキ ) は 1941 年に開発され、戦闘中、
戦車と同伴できる歩兵を可能にする車両を提供し
た。それは砲兵の牽引車としても使用された。た

ぶん、初めて海外へ送られたのは 1944 年初め満州の第 2 戦車師団に割り当てら
れた時だったと思われる。数ヶ月後にその師団はフィリピンへ異動となった、そ
の後そこで、いく両かのホキが U.S. 部隊と遭遇した。装

APC
甲兵員輸送車として、又

は牽引車として使用されていたのかは定かでない。

†フィリピンの vsU.S. の使用を除き使用可能性は適用されない。

索引に戻る
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15. Type 98 SHI-KE 4-ton Tractor：この非装
甲の、完全装軌式牽引車は空冷式ガゾリンエンジ
ンを持っていた、そして、主に機械化移動バージョ
ンの 90 式 75㎜野砲を牽引するために使用され

た。1938 年に開発され 94 式 4㌧ヨケと入れ替えられた。1934 年に登場した後者
はサスペンションの違いは別として SHI-KE と全く同じだった。ふたつはゲーム使用
条件で同等である、だからこの駒は両方を表している。

† RF は 1945 年より前で 1.4、そして、1945 年に 1.3。

16. Type 92 I-KE 5-ton Tractor：日本は色々な
非装甲の完全装軌式牽引車を中砲兵と重砲兵のた
め開発していた。Type 92 I-KE (92 式イケ ) は
1932 年に開発されて、水冷式ガソリンエンジン

を持ち、105㎜野砲を牽引するため使用された。1938 年頃に空冷式ディーゼル
エンジンを持つ新たなバージョンが生産に入った。これは Type 92B と称され、
本来のモデルが Type 92A とつけ替えられた。ゲーム駒は別の牽引車も表してい
る、その特徴はイケのそれと類似している：92 式ニク 8㌧牽引車、これはイケの
様に A と B バージョンで登場したが 150㎜榴弾砲を牽引するため使用された；6
㌧ 98 式ロケ、これは 105㎜榴弾砲、105㎜砲、又は 150㎜榴弾砲を牽引した。

† 100㎜以上の弾薬は Type 92 I-KE によりその輸送能力 (C10.13) は 4PP 減らさ
れる (8PP ではない )。

17. Type 95 Small Personnel-Vehicle： こ の 4
× 4 車は日本のジープ相当した、実は、後者は約
5年前に作られていた。“Black Medal(くろがね)”
としても知られている、そして、空冷 V2 ガソリ

ンエンジンを持っていた。4,800 両 ( いくつかの変型を含む ) が 1935 年と軍需優
先度が変更された結果生産が取り消された 1940 年の間でくろがね工業により組み
立てられた。戦後、いくらかがフランスによりインドシナで使用された。

† Type 95 は低接地圧 (D1.41) を持つ。さらに、ボグになった時、ひとつ ( だけ ) の
CX 分隊が ( 捕虜であっても ー でも監視兵でなく) 徒歩で 4MF 以上を使用して車両と
同じ区域で ( そして、ボグ解消を手助けしていることを告知して ) それにより、所有する
プレイヤーへ直後に行うボグ解消DRの色つきdrから2引ける(操作班、又はHS毎に1)。

18. Type 94 & Type 97 Trucks：1925 ～ 27 年
に、フォード、クライスラー、そして、GM が生
産工場を日本で立ち上げ、民族の国産自動車関
係と軍自動車関連の現場をすぐさま影響下に置い
た。それどころか、IJA は、1931 年の満州侵略で、
仕方なく多量のアメリカ製の車とトラックを使用
した。1930 年代に発展したとたん、日本政府は
力のある国内自動車産業の設立に乗り出した、一

方、同時期に、外国車両の生産に関し、今までと比べて制限的な一連の法案を可決
している。その結果として、1939 年までに U.S. の製造業は完全に弾き出されてそ
の設備は著しい成長をする日本の会社に買収された。

1931 年に IJA はイギリスとチェコの 6 × 4 トラックそれぞれを購入した、そし
てそれが、基礎設計を研究して独自の型を開発する指示も含めて国内企業に引き
渡された。これが Isuzu Type 94( イスズ 94 式 ) につながり、それは最も広く使
用された IJA のトラックになった。2 つの主なバージョンで生産された：94 A ガ
ソリンエンジンを持ち、そして、ディーゼルで動く 94 B。両方共にゲーム使用条
件で同等である。94 式のある型式が砲兵の牽引車として使用された。

Type 97 (97 式 ) は、日産 80 とも知られて、アメリカの設計に従って作られた
4 × 2 トラックだった。ゲーム駒はその後継車両で軍用化されたバージョン、日
産 180 も表している、そしてそれは戦後も生産が続けられた。
日本の歩兵が軍事のため、時たま乗車していた。IJA はトラックを豊富に持って
いたためしがなかった、所有されたそれらの多くが独立輸送連隊へ割り当てられ、
それらはあまねく予備にされた、兵站作業のためにだった。

 日本 複数に適用できる車両注釈
（JAPANESE MULTI-APPLICABLE VEHICLE NOTES）

A. MA、及び全ての MG は B11 を与えられている。これは “B11” でカウンターに
赤色で示されている ( 車両一覧では太文字 )。

B. sD は 1941 年、又は 1944 年に利用可能になる — だから、上付き文字で “1+”、
又は “4+” とそれぞれ示されている。

C. 1945 年より前で設定されたシナリオで、この戦車は無線機がない (D14. を参
照 )。1945 年当時で無線装備されている。

日本 砲兵器注釈（JAPANESE ORDNANCE NOTES）
[ 簡素化のため、以下の略語がここで使用されている：IJA 日本帝国陸軍；IJN 日本帝国海軍；

SNLF 特別海軍陸戦隊。また注意する事は、ここで使用された場合、“ 中国 ” は満州 ( 満州国 )

を含む、そこで日本とロシアが 38 年 7 ～ 8 月、39 年 5 ～ 9 月、そして、45 年 8 月に

互いに戦った。]

1.Type 89 Heavy Grenade Launcher：Type 89 “knee 
mortar( 膝撃ち迫撃砲 )” が開発され、歩兵へ 600m ま
で延びた射程で間接射撃能力を提供した (Year-11 Type 

70㎜ [11 年式 70㎜ ] 迫撃砲の最小射程 )。1929 年に採用され、それが古くて、
非常に射程の短い 10 年式軽擲弾発射筒と取り替えられた。Type 89 (89 式 ) は
型破りだった、旋条した砲身を持ち、引き金を引いて撃つことに関して、しかも、
他に類を見なかった、それは射程変更がノブを回して砲身内部で撃針を上下させ
ることで成し遂げられたことだった。発射体は標準的な歩兵HE擲弾とWP擲弾(垂
直安定板のついた発射火薬容器が初めて取り付けられた擲弾だった )、そして、垂
直安定板がついていない煙幕弾と HE 弾が挙げられる。兵士は分解した迫撃砲を
自身の脚に結びつけて運ぶことができたので、日本は “leg mortar( 脚迫撃砲 )” と
時々引用していた。とはいえ、たとえば ”knee mortar“ のような、この言葉の解
釈がいくつかのアメリカ部隊へ、それが湾曲されベースプレートを自身の大腿部
に置いたままで射撃されるものだと真に受けて — 馬鹿げた考えだった、それが粉
砕された大腿骨とい結果をかなりもたらした。初めの頃は、2 門の 89 式迫撃砲が
歩兵小隊毎に認可されていた；1940 年頃にこの割り当ては 3 門へ増やされた ( 又
は 4 門へ増やされた事もある )。1 門が歩兵大隊司令部にも認可されていた。89
式は IJA と SNLF の両方に使用されていた。

†下記の専用ルールが HE/ 煙幕 使用へ適用される。
・・　HE 弾を 2 ヘクス以下の射程で撃つ時、ROF はその射撃に対し 1 まで下げる、

そして、空中炸裂は適用されない。
・・　WP 弾が射程 1 ～ 5 ヘクスに限り射撃可能である、ROF をその射撃に対し “1”

引く、PFPh で撃った時であっても拡散しているとみなされる、そして、空中炸裂
は適用されない。

・・　煙幕弾は射程 3 ～ 10 ヘクスに限り射撃可能である。

2. Year-11 Type Curved-Fire Infantry Gun：
この迫撃砲は 1922 年にさかのぼる。大きくて、
金属で補強された、木製のベースプレート、それ
は砲身、旋回装置、そして、昇降用ネジを取り付

けるための床板だった。多くの中型迫撃砲とは違って二
、 、

脚が無かった、その砲身
は旋条が切られていて、垂直安定板の付いていない発射体を撃っていた。迅速か
つ容易に移動するため、ベースプレートの両側のフック内に納めた 2 本の棒で運
搬可能だった。2 門の 70㎜迫撃砲が歩兵大隊の歩兵砲中隊に認可されていた：と
はいえ、1930 年代に段階的に 92 式 70㎜歩兵砲へ取り替えられた。1942 年ま
でに 70㎜迫撃砲は前線軍務にあまり残っていなかった。

† Date と RF は中国での使用に対し 1937 ～ 41 年 (1.3)、1942 ～ 43 年 (1.4)、
そして、1944 ～ 45 年 (1.5) [ 例外：vs ロシアは 1938 年 (1.0)、1939(1.5)、そして、
45 年 8 月 (1.6)]。他の場所に対し 1941 ～ 42(1.5)、そして。1943 ～ 45(1.6)。
関連項目日本砲兵器注釈 A、B。

索引に戻る
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3.Type 97 Curved-Fire Infantry Gun：これは
有名なストークス・ブラント迫撃砲のライセンス
コピーだった、だから、たとえば U.S. 81㎜迫撃
砲などとよく似ていた；実際に他のどんな兵器の

軽 HE 弾あっても射撃可能だった。Type 97(97 式 ) は一般に師団のでない迫撃砲
大隊と独立迫撃砲中隊で使用されていた、時々であるけれども、歩兵大隊の歩兵
砲中隊で認めることもあった (70㎜歩兵砲の替わり )。戦争の終わり頃、いくつか
の独立迫撃砲中隊 (IMB) が、独立歩兵大隊のそれぞれに 81㎜迫撃砲小隊、

あるいは、旅団砲兵隊として 81㎜の 1、2 個中隊の両方、又はどちらか一方を含
んでいた。81㎜迫撃砲小隊は 4 門の迫撃砲から成っていた、そして、中隊はそう
した小隊 2 ～ 3 個から成った。

† RF は 1938 年で 1.6、1939 年で 1.5、1940 年で 1.4、1941 ～ 43 で 1.3、
1944 年で 1.2、そして、1945 年で 1.1。vs ロシアの使用は 1938 ～ 39 年で適
用されない。
関連項目日本砲兵器注釈 A。

索引に戻る

# Name Type CSize
ROF
(IFE) B# Range M# TSize Date Special BPV RF Notes

10 Type 89 Heavy Grenade 
Launcher MTR 50* 2† 1-16† － － 30-45 4PP, s7†, WP6†, IR － － 1†

2 Year-11 Type Curved-Fire
Infantry Gun MTR 70* 2 15-39 12 +1 22-45† NT, QSU, WP5, 5PP dm†1 22 1.0-1.6† 2†, A, B†1

4 Type 97 Curved-Fire
Infantry Gun MTR 81* 3 3-75 11 +1 38-45 NT, QSU, WP5 32 1.6-1.1† 3†, A

4 Type 97 Light Close-
Attack Gun MTR 90* 3 14-95 10 +1 35-45† NT, QSU, WP5, 5PP dm†1 28 1.5-1.2† 4†, A, B†1

2 Type 97 Medium Close-
Attack Gun MTR 150* 1 16-106 8 0 34-45† NT, Towing NA†1 21 1.6-1.4† 5†, A, C†1

3 Type 97 Automatic Gun ATR 20L 1† 12† 12 － － 38-45 5PP, crew† 17 1.1-1.4† 6†, A

4 Type 94 Rapid-Fire Gun AT 37L 3 167 12 +1 35-45† NT, QSU, h-d 31 1.3-1.0† 7†, A

4 Type 1 Machine-Moved
Gun AT 47L 3 191 11 +1 43-45† NT, QSU 34 1.6-1.1† 8†

3 Year-11 Type Flat-
Trajectory Infantry Gun INF 37* 3 125 － － 22-45† 5PP (3PP dm), crewed† 30 1.0-1.6† 9†, A

4 Type 92 Infantry Gun INF 70* 1 (3)†-70 12 +1 33-45 NT, QSU, AP5, WP5, H65, h-d 33 1.0-1.3† 10†, A

4 Year-41 Type Mountain
Gun INF 75* 1 158 10 +1 09-45 NT, QSU, WP7, H64+†, h-d 34 1.3-1.1† 11†, A

4 Year-38 Type Field Gun
(Improved) ART 75* 1 265 9 0 16-45 NT, QSU, WP6, h-d, “12” AP TK#† 33 1.2† 12†

4 Type 90 Field Gun ART 75 1 11 350 9 0 30-45† NT, QSU, WP6 36 1.3-1.6† 13†

2 Type 91 10cm Field
Howitzer ART 105 1 270 8 0 31-45 NT 39 1.4† 14†

2 Type 92 10cm Cannon ART 105L 1 11 455 5 -1 32-45 NT, AP5, WP5 32 1.6† 15†

2 Year-38 Type 12cm
Howitzer ART 120* 141 8 0 07-45 NT, AP5, h-d 34 1.5-1.6† 16†

2 Year-3 Type 14cm
Naval Seacoast Gun ART 140L 425 － † -1 7/43-7/45 T, NM† 64 1.6-1.4†1 17†1, D†, E

2 Year-4 Type 15cm
Howitzer ART 150* 11 245 5 -1 16-45 NT, AP5, WP5, Towing risk† 42 1.5† 18†

2 Type 96 15cm Howitzer ART 150 297 4 +1 36-7/45 NT, AP5, WP5 45 1.6-1.3† 19†, E

3 Type 93 Twin-Mount
High-Angle Machine Gun AA 12.7 3 (12) † 7 +1 34-45 T, 2 TK DR†, Towing NA†1 34 1.4-1.1† 20†, A, C†1, E

4 Type 98 High-Angle
Machine Cannon AA 20L 3 (4) 158 11 +1 39-45 T, LF [NT, 20†, 2 ROF] 31 1.6-1.2† 21†, A

4 Type 96 Naval High-Angle
Machine Cannon AA 25LL 3 (6) 169 － † +1 44-45†1 T, NM† 29 1.6-1.1†1 22†1, D†, E

4
Type 96 Twin-Mount
Naval High-Angle
Machine Cannon

AA 25LL 3 (12) 169 － † +1 44-45†1 T, NM†, 2 TK DR†1 37 1.5-1.0†1 22†1, D†, E

2
Type 96 Triple-Mount
Naval High-Angle
Machine Cannon

AA 25LL 3 (16) 169 － † +1 44-45†1 T, NM†, 3 TK DR†1 43 1.6-1.1†1 22†1, D†, E

4 Type 88 7.5cm Mobile
Field High-Angle Gun AA 75 2 345 6 -1 28-45 T 41 1.4-1.1† 23†, E

2 Year-10 Type 12cm Naval
High-Angle Gun AA 120L 1 388 － † -1 7/43-7/45†1 T, NM† 63 1.6-1.2†1 24†1, D†, E

日本 砲兵器一覧表（ITALIAN ORDNANCE LISTING）
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Ｈ砲兵器 4
4.Type 97 Light Close-Attack Gun：1931 年の
満州事変の間に、IJA は自国の 70㎜迫撃砲が中
国により使用されたフランス製 81㎜迫撃砲には
るかに劣っている事に気づいた。多くの国がこの

フランスの兵器を採用している事をかんがみて、日本は秘密裏に開発をした、もっ
と強力な、長射程の迫撃砲をだった。これが Type 94(94 式 )90㎜軽近接攻撃砲、
そして、1934 年に採用された。とはいえ、あまりにも重かった駐退機、それが
重量を増やすため、このモデルは部分的な成功を収めたにすぎなかった。その駐
退機はやはり不必要であるとわかった、だから 1937 年に IJA は Type 97(97 式 )
を採用した、それは 94 式とほとんど同じだった、駐退機がないことを除いて。
97 式は 94 式に取って代わった、後者は大部分が固定砲へ回された。90㎜迫撃砲
は 81㎜と同じ方法で使用されたが、頻繁に、師団のでない迫撃砲部隊で見いだせ
た。両方の 90㎜タイプはいつもは専用のワゴン、又は駄載で運ばれた。 

† Date と RF は中国での使用に対し 1937 ～ 39 年 (1.4)、そして、1940 ～ 45
年 (1.3) [ 例外：使用は 1938 ～ 39 年の vs ロシアに適用されない ]。他の場所の使用
に対し 1941 ～ 42 年 (1.5)、1943 年 (1.4)、1944 年 (1.3)、そして、1945 年 (1.2)。
関連項目日本砲兵器注釈 A、B。

5. Type 97 Medium Close-Attack Gun：これは
一番大きな口径の独創性を欠いた設計の日本製迫
撃砲だった。主に師団のでない中迫撃砲大隊で使
用された。1945 年までに、いくつかの歩兵迫撃

砲大隊が “ 重砲兵 ” の一部、又は全体として 1、2 個中隊の 150㎜迫撃砲を含んで
いた。そのうえ、150㎜迫撃砲は時折、海岸防護兵器としても使用された。1 小
隊は 2 門から成っていた；中隊は 4 門から成っていた。 

†Date と RF は中国での使用に対し 1937 ～ 39 年 (1.5)、そして、1940 ～ 45 年
(1.4) [ 例外：使用は 1938 ～ 39 年の vs ロシアに適用されない ]。他の場所の使用に対
し 1941 ～ 42 年 (1.6)、1944 年 1 ～ 8 月 (1.5)、そして、1944 年 9 月～ 45 年 (1.4)。
関連項目日本砲兵器注釈 A、C。

6.Type 97 Automatic Gun：この ATR は 1937 年に開発
され、歩兵へ軽量の AT 兵器を与えた。初めて設計され
た ATR はフルオートでしか射撃できなかった、でも、後

に多くが改造されセミオート でも / でのみ 射撃した。150 ポンド (68㎏ ) の重量
だった。重量には運搬用の棒と小さな砲盾が含まれていた、そして、普段の運搬
には 4 名で自転車のハンドル状の棒 2 本を使用してる。Type 97(97 式 ) はあま
り多くは組み立てられなかったみたいだ、連合軍に関してたまにしか出会さなかっ
たからだ。時たま海岸防御のため使用された。利用できる時、歩兵大隊の MG 中
隊か歩兵砲中隊へ、又は連隊の AT 中隊へ支給された。多くの歩兵迫撃砲大隊で、
小隊 2 個が歩兵中隊ごとに認可されていた。

†この ATR は味方の操作班を必要とした B#ROF ペナルティー無しで射撃するた
めだ；G1.611。その BPV は H1.3 に従い操作班を含む。
†RFは1938～39年で1.4 [例外：1938年のvsロシアは1.1]、1940～43年で1.3、
1944 ～ 45 年で 1.4。
関連項目日本砲兵器注釈 A。

7. Type 94 Rapid-Fire Gun：この砲は歩兵支援、
及び AT 防御へ使用された。小型で軽量、しかも、
分解可能だった 人力輸送用に— 又は駄載輸送用
にだった、しかし、車両で牽引するために設計さ

れなかった。多くの歩兵師団で、Type 94(94 式 )4 ～ 6 門の一個中隊が歩兵連隊
毎に割り当てられていた、そして、別に小隊が時たま、師団の偵察部隊に存在して
いた。歩兵迫撃砲大隊と歩兵迫撃砲連隊で、独立歩兵大隊毎に認可された歩兵砲中
隊が時々、1 個小隊の 94 式を含んでいた。いくつかの独立速射砲の中隊 (8 門を所
有する )と大隊 (12 門を所有する ) が 94 式を備えていた。2 門が 1小隊を編成した。
惨敗をロシア戦車によりノモンハンで喫した後で、日本はかなりの Pak 35/36 
37㎜ AT 砲をドイツから購入した；小改造後にそれらは Type 1(1 式 ) 速射砲と

と称された、けれども、あったとしてもこられの兵器が実戦に参加したのは僅か
だったと思われる。

† Date と RF は中国での使用に対し 1937 ～ 45 年 (1.2) [ 例外：vs ロシアは
1938(1.3)、1939(1.0)、そして、45 年 8 月 (1.1)]。他の場所の使用に対し 1941 ～
45 年 (1.0)。
関連項目日本砲兵器注釈 A。

8. Type 1 Machine-Moved Gun：Type 1(1
式 ) は、1941 年に開発された、初めて日本が
AT 任務専用に設計した砲だった。ドイツ 37㎜
AT 砲とロシア 45㎜ AT 砲、両方の特徴を組み

入れていた、空気タイヤが付いて車両による牽引を可能にしていた ( これゆえに、
“Mchine-Moved( 機械化移動 )” 名称になる )。1942 年に生産に入った、その時
までに、もはや連合軍の重戦車に対し時代遅れになっている。1 式は 94 式速射砲
と同じ方法で認可された、数門が連隊の AT 中隊、歩兵迫撃砲連隊、又は歩兵迫
撃砲大隊へ支給された事を除く。さらに、各機甲師団が 18 門の 1 式を備えた AT
大隊と機械化歩兵連隊の両方に認可された、歩兵連隊で歩兵中隊はこうした砲 2
門の 1 個小隊を与えられていた。

†DateとRFは中国での使用に対し1943～44年3月(1.6)、44年4～5月(1.5)、
44 年 6 月～ 45 年 2 月 (1.6)、45 年 3 ～ 4 月 (1.5)、そして、45 年 5 ～ 8 月 (1.6) [ 例
外：vsロシアは1945年8月に1.3]。他の場所の使用に対し1944年4～45年(1.3) [vs 
U.S. は 43 年 7 月～ 44 年 5 月 (1.3)、44 年 6 ～ 12 月 (1.2)、そして、45 年 1 ～ 7 月 (1.1)]。

9. Year-11 Type Flat-Trajectory Infantry 
Gun：このちっぽけな砲はフランスの 37㎜ mle 
1916 のコピーだった。第一次世界大戦後に日本
が改造して、携帯性と発射速度を上げて、1922

年に採用された。軍では、11 年式 70㎜迫撃砲を補っていた、歩兵大隊に向けた
直接射撃支援を提供することで補っていた、大隊それぞれが歩兵中隊で 2 門の
Year-11 Type 37mm (11 年式 37㎜ ) 砲を認可されていた。分解可能だった 人
力輸送のため— 又は駄載輸送のためだった、あるいは、完全な組み立てた状態で
輸送可能だった、4 名がその三脚に付いている専用棒を使用して。92 式 70㎜歩
兵砲と 94 式速射砲は段階的に第二戦線と駐屯部隊の使用へ移管された、でも、少
なくとも 1937 年まで生産を続けた。

†カウンターに “Crew” で示されている場合、この兵器は友軍の操作班を
A21.11-.13 のペナルティーを適用しないために求められる。その BPV は H1.3
に従って操作班に含まれる。
この兵器は HMG へ許された全ての地形タイプへ進入してもよい、そこから射撃
してもよい ( たとえば、上階建物レベル )。SW として CA 変更 DRM ペナルティー
(C9.2) を一切受けない、けれども、A9.21 の林 / 建物 CA 制限の対象になる。砲
盾がない、そして、dm で運搬コストは 3PP になる。
† Date と RF は中国での使用に対し 1937 ～ 41 年 (1.3)、1942 ～ 43 年 (1.4)、
1944 ～ 45 年 (1.5) [ 例外：ロシアに対し 1938 年 (1.0)、1939(1.5)、そして、45 年
8月(1.6)]。他の場所の使用に対し1941～42年(1.5)、そして、1943～45年(1.6)。
関連項目日本砲兵器注釈 A。

10. Type 92 Infantry Gun： 通 称 “ 大 隊 砲 ”、
Type 92(92 式 ) は開発されて 11 年式 70㎜迫
撃砲、及び単独の兵器で直射と間接射撃が可能な
11 年式直伸進弾道歩兵砲と入れ替わった。残り

のふたつの砲よりもずっと重かったにもかかわらず、その口径としてはまだ極め
て軽かったので、ある所から別の所へ迅速に人力で動かせた。さらに、分解可能だっ
たので駄載可能だった、あるいは、必要なら携帯すら可能だった。短い射程が損
害の原因とは考えなかった、前衛部隊ですぐに使用できた理由による。連合軍諜
報機関はそれの信頼性のなさと評判のなさに言及した、でも、その使用者はこれ
らの見解を同意するとは思えない。各歩兵大隊は歩兵砲中隊で 92 式 2 門の小隊
を認可していた；時々、2 個小隊が割り当てられた、とくに独立歩兵大隊でだった。

索引に戻る
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当初、組織化されたように、SNLF は通常 92 式小隊 1 個か 2 個を持った；とはいえ、
1943 年までに、多くの場合それらは海岸防御 /AA 砲兵に置き換えられた。第二
次世界大戦後、92 式はさらに戦闘に参加した国共内戦で、朝鮮で、インドシナで、
そして、ベトナム紛争で。

†この砲は間接射撃に使用してもよい、そのために射程は “3 ～ 70” ヘクスになる
( 直接射撃を使用する場合、こうした最小射程は全くない )。MTR 射撃に適用可
能な全てのルールがこの砲へ間接射撃で適用される ( 観測兵射撃の実現性と複数
ROF の維持の可能性を含む )。とはいえ、直接射撃と間接射撃両方を同じフェイ
ズで使用してはいけない (MPh と DFPh を 1 つとして扱う )。直接射撃から間接
射撃に切り替える、又はその逆は目標捕捉を喪失を起こさない。
† RF は 1938 年の vs ロシアで 1.3；他の所では常に 1.0。
関連項目日本砲兵器注釈 A。

11. Year-41 Type Mountain Gun：これはもと
もとクルップ Mod.1908 山砲だった、そしてそ
れは日本が改良して重量を減らしてライセンス生
産を続けた。最初の頃は、山岳 ( ようするに携帯

する ) 砲兵部隊に装備された、でも、1936 年に歩兵へ引き渡され、各歩兵連隊の
4 個中隊に直接射撃支援のため認可された ( 時折、2 個中隊が割り当てられた )。
適切には、“ 連隊砲 ” と言うようになった。最初に組織された様に。SNLF が ( そ
れぞれ 2 門を持つ ) 通常連隊砲小隊 1 個か 2 個を置いていた；とはいえ、1943
年まで、多くの場合それらは海岸防御 /AA 砲兵に置き換えられた。設計年度にも
かかわらず、41 年式は生産を続け、頻繁に連合軍と遭遇していた。ゲーム駒は
94 式山砲も、さらに携帯砲兵部隊の置き換えた 41 年式もどちらも表している ( ど
ちらもそれら自体よく師団の砲兵として使用された )、どちらもある程度、歩兵迫
撃砲大隊と歩兵迫撃砲連隊へ支給された。

† HEAT は 1944 年に使用可能なる — だから、上付き文字 “4+” で示されている。
† RF は 1937 年で 1.3、1938 年で 1.2、そして、1939 ～ 45 年で 1.1。
関連項目日本砲兵器注釈 A。

12. Year-38 Type Field Gun (Improved)：日露
戦争後に日本は 400 門のクルップ Mod.1905
野砲を改良した、その後、別に 38 年式として
300 門を組み立てた。後に砲は部分変更され、

結果として Improved Year-38 Type(38 年式改 ) となった、そしてそれが第二
次世界大戦を通して存続した IJA の主な師団の砲兵砲だった。独立野砲大隊も装
備した、そして、いくつかの歩兵迫撃砲大隊と歩兵迫撃砲連隊へ支給された。ゲー
ム駒は95式野砲も表している(それは1935年に開発され90式野砲と入れ替わっ
た )、そして、41 年式騎馬砲も表している。2 門の 75㎜野砲が小隊を形づくって
いた、そして 4 門が中隊を形づくっていた。

†この砲の AP 基本破壊ナンバーは “12” — だから “AP TK#: 12” でカウンターに
示されている。
† vs ロシアの使用は 1938 年で適用されない。

13. Type 90 Field Gun：Type 90(90 式 ) は
最新式のフランス設計 (Schneider 85mm mle 
1927 ) を元にしていた、38 年式の代替え品だっ
た。1930 年、極秘の内に採用された、そして、

2 バージョンで生産された：木製のスポーク付の車輪を持つ輓馬用、そして、空
気入りタイヤ付の車両牽引用 ( 後者は “Machine-Moved” バージョンとつけられ
ている )。とはいえ、使用されるとすぐに、極端な砲腔の摩耗に、そして通説では、
発射後の後座の不具合に苦しむことが分かった。その結果として、あまり多く組
み立てられなかった、一時的に進軍序盤 1941 ～ 42 年で姿を見せていたことは
ともかく、それらの使用はほとんど激しい戦闘で酷使されない、満州と中国のよ
うな戦場に限られていた。とはいえ、90 式の対戦車性能は早くも 1939 年ノモン
ハンに於けるロシアに対する戦闘で有名だった、だから、戦争後半、いくらかが
AT 砲として、主にアメリカに対して使用された。輓馬バージョンは師団の砲兵で
の使用向け、そして、車両牽引モデルは独立、野砲大隊で使用された。

† Date と RF は中国での使用に対し 1937 ～ 45 年 (1.3) [ 例外：vs ロシアの使用
は 1938 年で適用されない ]。他の場所に対し 41 ～ 42 年 5 月 (1.3)、42 年 6 月～
44 年 (1.6)、そして、1945 年 (1.3) [ 例外：1945 年の vs イギリスは 1.5]。

14. Type 91 10cm Field Howitzer：Type 
91(91 式 ) けっこう陳腐な榴弾砲だった、いささ
か古風に見えるけども、口径と射程の割には極め
て軽量だった。1931 年に採用され、伝聞によれ

ばフランス・シュナイダーの設計を元にしていた、この砲は木製車輪と空気入り
タイヤバージョンの 2 つで製造された。師団の中砲兵砲として使用された、でも、
特定の師団にのみ支給されていた。いくつかの歩兵迫撃砲大隊と歩兵迫撃砲連隊
もまた使用した。2 門の 91 式が 1 小隊を構成し、4 門が 1 個中隊を構成した。

†ロシアに対する使用は適用されない。

15. Type 92 10cm Cannon：1932 年に採用さ
れて旧式の 14 年式と 38 年式 105㎜キャノン砲
と入れ替えられた、Type 92(92 式 ) は最新設計
で重量の割には優れた射程があった。特定の野砲

重連隊に備えられた、そしてそれは、通常長距離射撃用と対砲兵射撃用に使用した。

†ロシアに対する使用は 1938 年と 45 年 8 月に適用されない。

16. Year-38 Type 12cm Howitzer：1905 年 に
採用された、これは改造された日本で製造された
クラップの兵器だった。野戦重砲兵連隊へ支給
された、そして、その年代にもかかわらず 1945

年にまだ使用されていた ( たとえば、1 個中隊の 4 門が硫黄島で存在していた )。
IJA によって使用された唯一の標準 120㎜砲兵砲だった。

† RF は 1937 ～ 42 年で 1.5、そして、それ以降 1.6 [ 例外：vs ロシアの使用は
1938 年と 45 年 8 月で適用されない ]。

17. Year-3 Type 14cm Naval Seacoast Gun：第
一次世界大戦中にビッカース設計の 5.5” 砲がい
くらかの戦艦の副砲だった、そして、いくらかの
軽巡洋艦の主砲だった、同様に他のタイプの IJL

船でも使用されたいた。後に、多くが海岸防御兵器へ転換したので、いままで通
り海軍の兵士のより人員配置され、さまざまな太平洋の島々の防御で使用された。
1 個中隊はたいがい 4 門から成った。

†使用はアメリカ以外に対し適用されない。
関連項目日本砲兵器注釈 D、E。

18. Year-4 Type 15cm Howitzer：1915 年に採
用され、旧 38 年式 150㎜榴弾砲と入れ替わった、
Year-4 Type(4 年式 ) は最も早い ( 世界初の説
もある ) 日本設計の砲兵砲だった。特定の歩兵師

団の重砲として支給された、それ以外で野戦重砲兵大隊と連隊に装備された。牽
引のため、通常二分割に分解された ( ゲームの範疇を超えた手間の掛かる過程 )；
1 つの荷としてそれを牽引することは可能だった、でも、砲の長い後部が過大な
負荷をかけたので、よくそれを損傷して、砲を使いものにならなくした。

†この砲が牽引されている間 ( ようするに、( 脱 ) 着架の手順間でない )、所有者
はすぐに dr(Δ) を牽引する車両がその時の自身の MPh でちょうど 6 MF/MP を使
用するたびに行わねばならない [ 例外：停止、起動、そして、遅延 MF/MP すべて ]。
この修正前 dr が 6 になる場合、砲は修理不能となる (Gun Disabled カウンター
で表示する )。これは “Tow Disable: 6 MF/MP&dr*” でカウンターに示されてい
る。これ以降、修理不能な砲はまだ着架していると考える、でも、いったん脱架
した砲はプレイから直ぐに取り去られる。
† vsロシアの使用は適用されない。

索引に戻る
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Ｈ砲兵器 19
19.Type 96 15cm Howitzer：Type 96(96 式 )
は最新で、国産設計の兵器で 1936 年に採用さ
れていた。4 年式榴弾砲と同じ弾薬を使用した、
でも、より長い射程がありひと梱包の荷物として

牽引できた。4 年式を置き換える予定だったけれど、低い製造優先権が結果として、
IJA の 150㎜榴弾砲の数を単に増やしただけだった。96 式は主に野戦重砲兵大隊
と野戦重砲兵連隊で使用された。150㎜榴弾砲小隊は 2 門のこうした兵器から成っ
た、そして、2 個小隊が 1 個中隊を編成した。

† RF は 1937 ～ 38 年で 1.6、そして、それ以降 1.5 [ 例外：vs ロシアの使用は
1938 年で適用されない ]。
関連項目日本砲兵器注釈 E。

20. Type 93 Twin-Mount High-Angle Machine
Gun：1933 年に IJA はライセンスされた、改良
コピーのホッチキス mle 1930 13.2㎜ 機関砲を
採用して Type 93(93 式 ) と呼んだ。( そしてそ

れは、ゲームで日本 .50-cal HMG SW で表されている。実際に口径は 13.2㎜、フ
ランスの相方のそれと同じだった、でも、ゲームでは 12.7㎜とみなされる。)Type 
93 Twin-Mount High-Angle MG(93 式連装高角 MG) にも取り入れられた、それ
は別パージョンで、2 門の 93 式 HMG を並べて 600 ポンド (272㎏ ) を超える三
脚に据え付けられていた、三脚は旋回と昇降伝導装置、及び射撃手用座席を合体さ
せていた。どちらの兵器も IJA 歩兵部隊へ標準的に編成されたものではなかった；
むしろ、さまざまな独立 AA 中隊、及び独立 AA 大隊へ支給された。両タイプもま
た IJN 部隊で、10 門の 93 式の 1 個中隊で使用された、時折 SNLF に構成されて
使用された。たぶん、2 門が 1 個小隊を形づくっていたみたいだ。

† 2 度破
T o  K i l l

壊確認 DR を行うのは AP 破
T o  K i l l

壊確認表の 12.7 欄を使用している時であ
る；1 つの DR だけが ( 射撃側の選択で ) 使用される。最大射程に関し命

T o  H i t
中確認で

は 16 ヘクスになる。
† RF は 1937 ～ 43 年 10 月で 1.6、そして、それ以降 1.3 [ 例外：vs ロシアの使
用は 1938 ～ 39 年で適用されない ]。
関連項目日本砲兵器注釈 A、C、E。

21. Type 98 High-Angle Machine Cannon：
1938 年に採用された、これは IJA の標準的な軽
AA 兵器だった、しかも、軽 AT 砲とも考えられ
ていた。砲架と特殊な AA 視界は別として、ほと

んど 20㎜ ATR みたいだった；実際に、2 つとも同じ発射体を撃つことができた。
他もろもろの日本兵器の様に、駄載、又は携帯輸送のため分解可能だった。複数砲
身バージョンは牽引式、及び自走式で開発されたが、連合軍地上部隊に対する戦闘
に参加しなかった。98 式は機関キャノン砲野戦中隊に装備された、いくつかの事
例を除く全ての中隊が師団の歩兵迫撃砲大隊、又は迫撃砲連隊へ構成されなかった。
こうした中隊は6門の98式機関キャノン砲と6門の93式AAMGから成っていた。
98 式は時折 HO-KI( ホキ ) 砲と呼ばれていた、たぶん、ホッチキス設計から派生し
た結果によると思われる。

†着架状態の射撃を使用する時、カウンターの LF 面の砲身の長さ修正 (C4.1) は
命
T o  H i t

中確認のため使用される；とはいえ、基本破
T o  K i l l

壊確認ナンバーは今まで通り脱架
側で印刷された口径サイズと長さを使用して決められる。
† RF は 1939 年で 1.6、1940 年で 1.5、1941 ～ 42 年で 1.4、1943 年で 1.3、
そして、1944 ～ 45 年で 1.2 。
関連項目日本砲兵器注釈 A。

22. Type 96 Single-, Twin-, & Triple-Mount 
Naval High-Angle Machine Cannons：これら
の砲は IJN 艦艇の標準的な軽 AA 武装だった。
戦争が進行した時、まだその艦上に据え付けてい
る大多数が海軍の兵士により配備されて、陸で使
用され飛行場、港、そして、海岸を守った。海岸
防御のため、配備された掩蔽壕でたいてい使用さ
れ近づく上陸用舟艇へ砲撃をもたらした。1 個中
隊の Type 96(96 式 ) は小隊毎 2 門で 4 ～ 6 門
の砲架で通常構成されていた。

† Type 96 連 装 と Type 96 3 連 装 は 複 数 命 中
(C3.8) 成し遂げることができな。とはいえ、AP 

破
T o  K i l l

壊確認表の 25LL 連を使用する時、(Type 96 連装のみへ )2 度、又は (Type 96 3
連装のみへ)3度、破

T o  K i l l
壊確認DRを行う；これらのDRの1つだけが(射撃側の選択で)

使用される。
†Date と RF はType 96( 単装 ) とType 96 3 連装に対して 1944 年 (1.6)、そして、
1945 年 (1.5) [ 例外：vs U.S. は 44 年 1 ～ 4 月 (1.6)、44 年 5 月～ 45 年 1 月 (1.5)、
45 年 2 ～ 3 月 (1.3)、そして、45 年 4 ～ 7 月 (1.6)]。Date と RF は Type 96 連装に
対して同じ、でも、全ての RF は 0.1 引かれる。
関連項目日本砲兵器注釈 D、E。

23. Type 88 7.5cm Mobile Field High-Angle 
Gun：伝聞によれば、大雑把なコピーの 1922 
ビッカースの兵器だそうだ、Type 88(88 式 ) は
1928 年に採用されて 1945 年まで、IJA の標準

的な機動性のある AA 砲だった。その設計についても実績についても少しも目立つ
ものはなかった、でも、数が多いことで利用できたので、そのため広範囲で使用さ
れた、AA 任務だけでなく地上攻撃にも、しかも、海岸攻撃防御としても使用され
た。一度ならずとも有効な AT 砲であることが判明した。約 2,500 門が戦時中に
使用された。さまざまなタイプの部隊へ支給された、独立 / 野戦 高角砲連隊、大隊、
そして、中隊へ；しかも、1943 年までに、いくつかの SNLF もまた中隊を含んで
いた。2 門が 1 個小隊を編成した、そして、4 門 ( 時折 6 門 ) が中隊を編成した。
† RF は 1937 ～ 43 年 10 月で 1.4 [ 例外：vs ロシアは 1938 ～ 39 年で適用されない ] 
、そして、それ以降 1.3。
関連項目日本砲兵器注釈 E。

24. Year-10 Type 12cm Naval High-Angle 
Gun：本来の設計は駆逐艦、及びさまざまな IJN
艦艇の船上使用のためだった、この 4.7” 砲はあ
りふれた日本の兼用目的の 100㎜超えの AA/ 海

岸防御兵器だった。1944 年にまだ製造されていた、そして、相対的に多数が飛
行場を守るため、そして、多くの重要な太平洋の島々での両方で使用された。1
個中隊が通常 4 門から成り、海軍の兵士によって配置されていた。1943 年までに、
いくつかの SNLF がこうした砲の 2 こ中隊を含んでいた。

† Date と RF は 1944(1.6)、そして、45 年 1 ～ 7 月 (1.5) [ 例外：vs U.S. は 43
年 7 月～ 44 年 4 月 (1.6)、そして、44 年 5 月～ 45 年 7 月 (1.4)] 。
関連項目日本砲兵器注釈 D、E。

日本 複数に適用できる砲兵器注釈
（JAPANESE MULTI-APPLICABLE ORDNANCE NOTES）

A. この兵器を駄載してよい (G10.)。

B. この兵器は 82㎜ MTR と以下の目的に対し同等である、分解 (A9.8)、SMC 使
用 (A15.23；A21.13)、屋上 (B23.85)、乗車兵 PP 減少 (C10.13)、そして、跨
乗兵 PP(D6.2)

C. “Tow NA” でカウンターに示されている時、この砲は牽引できない。とはいえ、

索引に戻る
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DYO チャートＨ
日本 ELR チャート

40 年まで 41-43 年 44 年 45 年

3 4 41 42

1：中国に対し “3”
2：イギリス / 中国に対し “3”；ロシアに対し “2”

日本 戦車指揮官使用可能 DRM

41 年まで 42-43 年 44-45 年

+2 +1 0

日本 指揮官交換表（Δ）

DR 新しい指揮官

2-3 10-2

4-5 10-1

6 10-0

7-8 9-1

9-10 9-0

11 なし

12 8+1*

*；9-0( 又は 9-0 が存在しない場合他の指揮官 ) を入れ替える

日本 SW 割り当て表 1

LMG MMG 2 HMG 2
.50-cal
HMG 2

LT. 
MTR FT 3 DC 

40 まで 8 14 18 26 9 4 13

41 ～ 42/6 5 12 17 24 4 4 13

42/7 ～ 43/6 5 12 17 23 4 4 13

43/7 ～ 44/6 5 11 16 22 4 5 13/74

44/7 ～ 45 5 10 15 20 5 5 13/64

ゲーム＃ 12 6 5 3 10 3 10
1：SW 登録簿に記載された分隊の相当数に従って割り当てられる。
2：受け取られた MG それぞれは 2-2-8 操作班がその配置のため付いてくる、砲

の場合と全く同じ (1.212；1.3)。
3：突撃工兵相当数に従って割り当てられる；1.22 を参照。
4：全ての分隊相当数に従って割り当てられる ( 突撃工兵を含む )。このようにし

て DC は突撃工兵への割り当てに追加される。

索引に戻る

車両に乗せて、76 ～ 107㎜ MTR (C10.1) と同じ方法で運搬してよい。通常の ( 脱 )
着架手順を使用して ( 脱 ) 着架される [ 例外：車両は T# を持つ必要がない；T# が存
在していても関係しない ]、そして、乗せている間、その PP 容量を 8PP 減らす。そ
れ以外は変わらず C10. 節が適用される。

D. “M ★ ” と “NM*” でカウンターに示されている時、この砲は固定設置で初期配置
しなければならない ( 要するに動けない )。建物に初期配置してよいのは建物が要
塞化されている場合に限られる；そして、人力移動も、着架しても、連結しても、
車両に牽引されても、又は車両に乗せて運んでもいけない。さらに、日本プレイヤー
は 1.441 を使用してこの砲用に自動車 / ワゴンを購入してはいけない。

E. この砲の使用可能性RFは以下の条件すべてが満たされた場合に0.2減らされる：

・・　シナリオが 1945 年に設定されている ( 又は日本 vs U.S. に対し、どの月でも、
日本砲兵器希少性係数チャートでこの砲の行上で “e” で示されている )；

・・　シナリオが海 (ocean) の水障害ヘクスを含む (/ 飛行場を含むのは砲が “AA” タ
イプの場合 )；そして、

・・　日本砲兵器注釈 D が全ての関連する意図に対し適用される ( その注釈が通常
適用されない場合であっても )

[ 通常の “ 機動性のある ” 砲、その RF が減らされるのは以下の通りである、その時点で存
在する同じ(又は海軍に相当する)兵器で飛行場/海岸防御用で使用された固定砲架の兵器。]

日本 DYO チャート（JAPANESE DYO CHARTS）

日本 OBA 使用可能表
年代 1937-38 1939-40 1941-43 1944 1945
DR:       　
BPV：

2 150+
109 W*

150+
109 W*

120+
84

120+
84

150+
105

3 150+
105

120+
84

150+
109 W*

150+
109 W*

150+†
109 W*

4 120+
84

150+
105

150+
105

150+
105

150+†
105

5 100+
73 W

100+
73 W

100+
73 W

100+
70

100+
70

6 100+
70

100+
70

100+
70

100+
73 W

100+ †
73 W

7 70+
46 W*

80+
56

80+
56

80+ M
61

80+ M
61

8 70+
46 W*

70+
46 W*

70+
46 W*

70+
46 W*

70+
46 W*

9 70+
46 W*

70+
46 W*

70+
46 W*

100+
70

100+†
70

10 70+
45 W

70+
45 W

100+
70

70+
46 W*

80+ M
64 W

11 70+
45 W

70+
45 W

70+
45 W

80+ M
64 W

70+
45 W

12 70+
45 W

80+
59 W

80+
59 W

70+
45 W

120+†
84

最大 BPV： 109 109 109 109 109
Ｍ：大隊迫撃砲 OBA(C1.22)。
W：WP を発射可能だが煙幕を発射できない。
＊ ：IR 発射可能 (E1.93)
†： ロシアに対し “70+”（BPV：45W）として扱う

（Toon(YN) 2023.07.25）
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Ｈ車両 RF チャート

索引に戻る
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